
 

 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会は、10

月2日㈯・3日㈰、中部トラック総合研修セン

ター（愛知県みよし市）にて第 36回全国

フォークリフト運転競技大会を開催しました。 

昨年の大会は新型コロナウイルスの感染拡

大のためやむなく中止しましたので2年ぶり

の開催となり、全国で318名の選手が参加

し、特に優秀な成績を修め、各都道府県支部

長から推薦を受けた、一般の部28名、女性の部

9名、合わせて37名の選手が参加されました。 

 大会前日まで台風16号の影響が心配されま

したが、大会2日間は夏を思わせるような最

高気温が30度近くまで上がる晴天に恵まれま

した。 

 本年の大会を制覇し優勝されたのは、 

 一般の部 石川県支部 今村英二選手 

 女性の部 京都府支部 太治萌葉選手 

でした。  
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 今村選手は、これまで3回の全国大会に出

場し、今回が最後の機会との思いで各競技に

臨まれ、見事栄冠を手にされました。 

 太治選手は、初出場でしたが、先輩の指導

を受けながら練習を積み重ね、優勝を手にさ

れました。京都府支部は女性の部で2連覇と

なります。 

 今回の大会から会場を中部トラック総合研

修センターに移し、2日間の日程で開催する

こととしました。 

 年々参加者が増加しているため円滑な運営

を行うための措置でしたが、本年は新型コロ

ナウイルスの感染状況を踏まえ、参加選手を

各支部、各部門1名ずつに抑えたことなどか

ら例年より少ない参加者となりましたが、来

年以降の大会運営に向けた改善、試行にも取

り組んだところです。 

 また、本年は全国的に新型コロナウイルス

の感染状況がなお厳しい中で地方大会がス

タートしましたので、地域の状況を踏まえ、

やむなく地方大会の中止を決断された支部

や、地方大会は開催したものの代表選手が全

国大会直前に辞退せざるを得なくなるなどの

影響が出ましたが、多くの支部の関係者や会

員企業の皆様のご理解とご協力により全国大

会を開催することができましたことに厚く御

礼申し上げます。 

 今回の大会では、新型コロナウイルスの感

染防止対策を十分に取りながら安全、安心な

大会を心がけ実施しました（後記参照）。参

加選手をはじめ付添いの皆様のご協力に感謝

申し上げます。 

 以下、大会の模様をご紹介します。 

 大会初日（10月2日）、選手の受付は11時

30分からでしたが、9時すぎには選手が集ま

り始め、運転コースを確認したり、学科競技

のためテキストの最終確認を行ったりして、

少しずつ大会に臨む準備を整えていました。 

11時30分の受付前には既に多くの参加選手が

並んで順番を待ち、受付開始と同時に検温、

新型コロナウイルス対応の確認を行い、ゼッ

ケン番号の抽選に臨みました。 

 ゼッケン番号の抽選では思いどおりの番号

を引いた方や、予想外の番号を引いた方など

悲喜こもごもの様子がみられましたが、競技

に臨む決意を新たにされているように感じら

れました。 

 開会式は13時から行われました。 

 大会実行委員長である当協会横尾専務理事

から開会の挨拶があり、「今回の大会は2年

ぶりの開催となり、選手の皆様はこれから始

まる競技に期待を大きく膨らませておられる

ことと思います。新型

コロナウイルスの感染

状況の影響により、参

加がかなわなかった多

くの仲間たちの思いも

胸に、これまで培って

こられた知識と技術、 写真１ 横尾実行委員長 

開会の挨拶 

開会式 



 

 

技能を遺憾なく発揮し、健闘されますことを

強く希望します」と開会を宣言されました。 

 次いで開催地支部の青木均愛知県支部長

（当協会副会長）から、「選手の皆様、全国

から愛知県にようこそお越しくださいまし

た。このたびは全国フォークリフト運転競技

大会に中部トラック総合研修センターをご利

用いただけることを大変うれしく思います。

この大会は競技ではありますが大切なことは

順位ではなく皆様のフォークリフト作業にお

ける安全であり、労働災害を起こさないこと

でありますので、出場のために努力をされた

知識及び技術などを他

の社員の方々に水平展

開していただきまし

て、労働災害を防いで

いただくようお願いし

ます」との挨拶があり

ました。 

 続いて、一昨年度大会の優

勝者が所属していた愛知県支

部選出の福岡和幸選手が全選

手を代表して、「正々堂々、

競技することを誓います」と

力強く選手宣誓を行いまし

た。 

 学科競技では、まず解答用紙が配られ、

ゼッケン番号と氏名の記入が終了した後問題

を配付し、制限時間40分間の問題に取り組み

ました（写真４）。 

 全員が終了時間まで真剣に何度も繰り返し

回答を確認していました。 

 点検競技は全3コースで実施しました（写

真５）。今大会点検競技で使用したフォーク

リフトは次の機種です。 

 第 1 コ ー ス ： 三菱ロジスネクスト

（KFGE15T） 

 第2コース：住友ナコ（FG15PAXIII） 

 第3コース：コマツ（FG15T-21） 

 これまでの大会ではゼッケン番号で点検を行

うコース（機種）を指定していましたが、競技

を円滑に行うため今回からゼッケン番号順に

コースを指定することとしました。 

 また、今大会の点検競技では感染防止対策

として、全選手に手袋を着用いただきまし

写真５ 点検競技（第1コース） 

写真５ 点検競技（第2コース） 

写真５ 点検競技（第3コース） 
写真４ 学科競技 

写真２ 青木愛知県支部長 

開催地支部長挨拶 

競技 

学科競技 

写真３ 選手宣誓 

選手宣誓 

点検競技 



 

 

た。手袋は、選手各自で用意いただいたもの

や当協会が用意した「B0500パームフィット

手袋(ショーワグローブ)」を使用しました。 

 選手は、どのメーカーの機種で点検を実施

するかが競技開始直前まで分からない状況の

中、また制限時間とも闘いながら、無駄のな

い動きで的確に点検を実施していました。 

 円滑に競技が行われ、大会1日目は16時30

分までに全て終了しました。 

 

 その後、選手はバスに乗りホテルへ移動し

宿泊しました。宿泊先へ向かう車中は、翌日

に運転競技が控えているためか、緊張感が

漂っていました。 

 翌朝、宿泊先から会場へ向かう車中は、運

転競技へ臨む高揚感に包まれておりました。 

 大会2日目（10月3日）は8時45分から最終

競技の運転競技が始まりました。 

 運転競技は全2コースで実施しました（写

真６）。今大会運転競技で使用したフォーク

リフトはAコース、Bコースともに次の機種

です。 

 トヨタL＆F（02-8FGL25） 

 選手が運転競技を行うコースは、従前の大会

ではゼッケン番号で指定していましたが、今大

会から競技開始の準備が整ったコースへ係員が

誘導することとしました。 

 また、今大会の運転競技では感染防止対策

として、各選手の競技開始前にフォークリフ

トの消毒を行いました。 

 選手は緊張の面持ちの中、狭いコースの中で

走行、荷役を操作していました。指先に込めた

安全確認の声が、屋内競技場に響きました。 

運転競技が11時20分に終了し、表彰式は予

定時間より早く13時00分から行われました。 

 当協会渡邉健二会長

か ら「本 年 の 全 国

フォークリフト運転競

技大会は、新型コロナ

ウイルスの感染状況も

踏まえながら、その感

染防止対策に万全を期

すため、原則無観客での開催といたしました

ので、選手の皆さんをはじめ、付添いの方々

にもご協力をお願いし、またご不便をおかけ

しました。安全で安心な大会とするための措

置としてご理解いただければと思います。厳

しい状況の中、このように開催できましたの

も、お集まりの皆様をはじめ関係者のご理

解・ご協力によるものであり、深く感謝申し

上げる次第です。 

 本大会は、フォークリフトの運転競技を通

じて、運転に関する知識と技能の向上を図

り、遵法精神と安全意識を高めることによ

り、荷役運搬作業の安全を確保するととも

に、職場における労働災害防止に寄与しよう

とするものです。 

 陸運業における労働災害は、ここ数年増加

傾向にあり、特に荷役関連災害がその多くを

占めている状況にあります。先日、厚生労働

省の三原副大臣から荷役作業における労働災

害の減少に向けての緊急要請をいただきまし

た。今後は、この要請を踏まえ、陸災防とし

ても、さらにその対応を徹底して参ります

が、その中でも、フォークリフトに起因する

写真６ 運転競技（Bコース） 

写真６ 運転競技（Aコース） 

写真７ 渡邉会長 

運転競技 
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災害は、荷役5大災害の一つとして、その安

全作業に向けた取組が一層求められていると

ころです。 

 こうした中、選手の皆様が本大会に向け注

がれたご努力を心から讃えますとともに、大

会を通じて得られた経験を職場の同僚、後輩

の方々に広く伝えていただき、職場における

労働災害の防止になお一層のご尽力をいただく

ようご期待申し上げます」との挨拶がありま

した。 

続いて、ご来賓の方々からご祝辞をいただ

きました。 

 

 厚生労働省労働基準局武田康久安全衛生部

長（要旨） 

  「今年は十分な感

染防止対策のもと、

大会が開催されまし

たことを、お慶び申

し上げます。 

  令和2年のフォー

クリフトに関連する

労働災害発生状況を

見ますと、31名の方々の尊い命が失われ、

また、1,989名の方々が休業4日以上の災害

に被災されている状況にあります。また、

陸上貨物運送事業における死傷者数は、残

念ながら増加を続けており、そのうち7割

が荷役作業中に発生しています。 

  こうした災害の状況を踏まえ、受賞者を

はじめ本日ご参加の皆様方におかれまして

も、引き続きの技量の向上と併せて、安全

な作業方法の実施について職務の再点検を

行っていただくとともに、今後とも職場や

地域における模範として日頃の安全活動や

後進の指導にも取り組んでいただけますよ

うお願い申し上げます」とのご祝辞ととも

に、次の所感を述べられました。「初めて

大会を拝見させていただきました。まさに

匠の技。本当に感動いたしました。普段と

違うものすごい緊張感の中での競技だった

と思いますけれども、日頃の皆様方の鍛

錬、また、それを支える各事業所、企業の

皆様方のご協力、それから応援があってこ

その、皆様のご活躍だったのではないかと

思います。今の日本を支える非常に重要な

部分を、皆様方は背負っておられるという

ことを改めて拝察した次第です。これを機

に、さらに技能の向上、それから安全対策

への一層の意識の向上というものを図って

いただければと切に期待申し上げておりま

す。」 

 

全日本トラック協会会長（代読：寺岡洋一

全日本トラック協会副会長）（要旨） 

 「全国から選出さ

れたフォークリフト

運転者によって、日

頃から培った高度な

技術と知識が競われ

た本大会の持つ意義

と役割は重要です。

参加された選手の

方々は、本大会の参加を誇りに地域の

フォークリフト運転者に対して、安全は全

てに優先するという意識を浸透させるため

のリーダーとして、今後の一層の活躍をご

期待します。」 

 

日本産業車両協会会長（代読：高瀬健一郎

日本産業車両協会専務理事）（要旨） 

 「当協会では、今

年 7 月 に 東 京 で

フォークリフト安全

の日という行事を初

めて開催しました。

今後もフォークリフ

トの安全向上のため

の最新の機能を紹介

するとともに、フォークリフトを正しい操

作で使うための普及啓発活動に力を入れて

まいります。卓越した技術を持って各支部

を代表して参加された選手の皆様のますま

すのご発展をお祈りします。」 

 

 

写真８ 武田厚生労働省労
働基準局安全衛生部長 

写真９ 寺岡全日本トラック
協会副会長 

写真10 高瀬日本産業車両
協会専務理事 

来賓祝辞 



 

 

写真12 会長賞を手にした一般の部入賞者の皆さんと渡邉会長 写真12 会長賞を手にした女性の部入賞者の皆さんと渡邉会長 

 当協会黒谷一郎技術

管理部長から「今大会

は、点検及び運転の両

競技でやや得点が伸び

悩んだ傾向がありま

す。新型コロナウイル

スの感染拡大による大

会参加準備不足等の影

響もあったのではないでしょうか。また、初

めての2日間開催に加え、新型コロナウイル

スの感染拡大防止対応のため、宿泊先滞在中

の行動まで制限したことでリラックスできな

かったことも一因となったかもしれません。 

 こうした状況の中にあっても、参加選手全

員の奮闘により、本大会の目的である、運転

技能の向上と安全意識の高揚を十分果たすこ

とのできた大会であったことに感謝を申し上

げます」と講評し、続いて入賞者の発表が行

われました。 

例年の入賞者発表では名前が呼ばれるたびに

大きな歓声が揚がるのですが、今大会は感染防

止のため、大きな拍手が会場に響きました。 

講評・入賞者発表 

写真11 黒谷技術管理部長 

入賞者発表に続き表彰が行われ、陸上貨物

運送事業労働災害防止協会会長賞が渡邉会長

から入賞された選手一人一人に授与されまし

た（写真12）。 

 次に一般の部及び女性の部の優勝者へ渡邉

会長から会長杯の授与（写真13）があり、次

いで武田厚生労働省労働基準局安全衛生部長

から同優勝者への厚生労働大臣賞の授与（写

真14）が行われ、今回の大会は午後2時に閉

会となりました。 

表彰 



 

 

 

入賞選手の皆さん 
前列左から、伊藤愛知労働局長、武田安全衛生部長、今村英二選手、渡邉会長、太治萌葉選手、青木愛知県支部長、横
尾実行委員長、後列左から、佐藤克選手、小宮山徳人選手、田中大輔選手、内藤由貴選手、大内直人選手、土谷綺咲
選手、川田美紀選手、緑美幸選手、福島京美選手、永戸初美選手 

写真14 武田安全衛生部長から各部門優勝者へ厚生労
働大臣賞の授与 

写真13 渡邉会長から各部門優勝者へ会長杯の授与 



 

 

【大会優勝者インタビュー】 

強い気持ち 

第36回大会 一般の部 優勝 今村英二 選手 

優勝おめでとうございます。ご感想をお聞か

せください。 

全国大会3回目の出場で、今回が最後の機

会と思い臨みました。入賞者発表が5位から4

位と順に発表される中、自信はありましたが

最後まで自分の名前が呼ばれないのは不安に

なりました。優勝発表で自分の名前が呼ばれ

たとき、肩の荷が下りました。会社の代表と

してずっと出場していたのでほっとしまし

た。全国大会に3回出場するに当たり勉強、

練習を頑張ってきて良かったです。 

全国大会に向けた地方大会への初出場のきっ

かけをお聞かせください。 

大会への初出場のきっかけは、上司から出

場してみないかと話をいただいたことです。

この大会のことは知っていました。職場に出

場経験者がおりましたので色々アドバイスを

受けて臨みました。 

今大会に向けた地方大会への出場についてお

聞かせください。 

今大会出場に向けての地方大会（石川県大

会）への出場は、今回断っていたのですが、

地方大会開催2週間前に上司から出場してく

れと言われ、出場することになりました。今

回の地方大会は、コロナ禍の影響で学科競技

のみでしたので、1日6時間テキストを読んで

臨みました。結果1位となり、全国大会出場

が決まりました。 

どのように全国大会に臨まれましたか？ 

会社の研修所で3週間の合宿に参加しまし

た。毎日朝から夕方まで全国大会に向け勉

強、練習を行いました。 

今大会、各競技で手応えはありましたか？ 

学科競技は、できたと自信がありました。 

点検競技は、慌ててしまって手応えがあり

ませんでした。点検競技終了後から翌日運転

競技まで出来が良くなかったことを引きず

り、眠ることができず、朝食も食べられませ

んでした。 

運転競技は、悔いが残らないようにいつも

どおり運転することを心掛けました。初出場

の時は周りが期待していないだろうと思って

伸び伸びと運転したのですが、2回目は周りが

期待してくれましたのでプレッシャーに押し

潰されて自分の持っ

ているものを出せな

くて終わってしまい

ました。3回目の今

大会は自分の持って

いるものを一つ一つ

落ち着いて発揮でき

たので悔いのない運

転ができました。 

優勝することができ

た秘訣を教えてくだ

さい。 

 自分が自信を持っ

ているのが運転競技なので、3競技の最後に

満点を取るという強い気持ちを持って挑んだ

ことが良かったです。強い気持ちを持てたの

は、いつもどおり運転すれば大丈夫と自分に

言い聞かせたからです。運転競技を待ってい

る間は他の選手の運転は見ませんでした。目

を閉じて自分に集中していました。 

現在の職務内容をお聞かせください。 

フォークリフトの資格は6年前に取得しま

した。1日2～3時間、リーチフォークリフト

を運転します。運転中は、周りを気を付け

て、特に後方をしっかり確認しています。 

最後に一言お聞かせください。 

コロナ禍の中で全国大会に出場することが

決まり、合宿、大会のために地元の石川県か

ら県外に行くこととなり、周りの人が心配し

てくれるとともに、頑張れと声をかけてくれ

ました。また、競技についてたくさんの方に

教わりました。皆さんに感謝しています。 

3回の大会を通じて身につけた知識、技術

をいかして自分の職場だけではなく会社全体

の労働災害防止に貢献したいです。 

一般の部優勝 今村選手 

今村選手の運転競技 



 

 

【大会優勝者インタビュー】 

自分の力を出し切る 

第36回大会 女性の部 優勝 太治萌葉選手 

優勝おめでとうございます。ご感想をお聞か

せください。 

 信じられないです。入賞者発表で5位、4位

と発表されている間、自分の名前を呼んでほ

しいけれど呼ばれたくありませんでした。優

勝者発表寸前は呼ばれることを願いました。 

どのように全国大会に臨まれましたか？ 

全国大会への出場が決まってからは忙しく

て練習ができませんでした。空いた時間に学

科競技のための勉強をしたぐらいでした。で

すので、全国大会前に参加した3週間の合宿

でぎゅっと凝縮させました。合宿最後の模擬

大会では2位を取れて、一般の部優勝者の今

村さんが1位でした。 

各競技で手応えはありましたか？ 

学科競技は、地方大会でも苦手でした。そ

れでも合宿で勉強してきたので、見落としが

ないように、自分の力を最大に出せるように

問題を解いていきました。競技が終わった瞬

間は達成感はなく、取りあえず終わったとい

う感じでした。 

点検競技は、待っている間が一番緊張しま

した。自分は早く競技を終わらせたかったの

で、待機時間がしんどくて、ずうっと心臓が

バクバクしていました。競技では、練習して

きた部分とイレギュラーな部分があり、その中

でも落ち着いてできたと思ったのですが、満点

ではないのではと不安になりました。 

 学科と点検が終わった後、宿泊先でも緊張

しっぱなしで、夕食はお腹が空かなくて半分

食べきれず、夜は寝付けず色々考え事をして

朝までが長かったです。朝食は、食べないと

いけないと思い、食べ物が喉を通らないなが

らも口にした感じです。 

 運転競技は、待っている間は他の選手の運

転を見ていました。自分の番が近づいてきて

も緊張はせず、この5分間で大会のために取

り組んできたことが終わるので、やり切って

自分の力を出し切ろうと思い臨みました。 

職場や周囲の方々のご協力はございましたか。 

池田さん（第34回全国大会女性の部優勝

者）の存在がとても大きいです。近くにいて

くれるだけで安心します。私が地方大会に出

場することが決まっ

て、まだ何も分から

ない時から多々教え

ていただきました。

3競技のことだけで

はなく、精神面でも

支えてもらい「大丈

夫！で き る！」と

ずっと応援していた

だきました。合宿中

は会えなかったんで

すけど、会いたいの

一心で連絡だけは

取っていて、大会初日に3週間ぶりに会って

すぐに「練習をよく頑張った！」と言っても

らい、優勝することができました。感謝しか

ないです。 

現在の職務内容をお聞かせください。 

2年前に資格を取得し、それから毎日一日

中リーチフォークリフトを運転しています。

最後に一言お聞かせください。 

優勝はしましたけれど、悔しい気持ちもあ

ります。女性の部だけではなく男性にも負け

ずに頑張りたかったのですが、今まで取り組

んできたことを出し切れませんでした。それ

でも緊張しながらも落ち着いて競技に取り組

めて優勝することができたので本当に良かっ

たです。 

自分の事業所に帰って、これまでに得た知

識や技術を広めていきたいです。 

女性の部優勝 太治選手 

当誌№626令和3年8月号12頁に、太治選手

の地方大会優勝インタビューを掲載してお

りますので併せてお読みください。 

太治選手の運転競技 



 

 

【新型コロナウイルス感染防止対策】 

感染防止対策に取り組みました 

 今回の大会では、選手の皆様に安心して競

技を実施していただきたく、新型コロナウイ

ルスの感染防止対策に取り組みました。 

 主な取組内容をご紹介いたします。 

 大会開催前に、選手の皆様を始め来賓、

メーカーの方々、運営全スタッフのワクチン

接種状況を確認し、未接種の方には当協会か

らPCR検査キットを送付し、結果を報告いた

だきました。 

 選手の付添者は1名のみとし、事前に登録

いただきました。 

 付添の方は来場の際、受付にてワクチン接

種状況・PCR検査結果を提出いただきまし

た。未提出の方は抗原検査を受けていただき

陰性を確認しました。確認を行った付添者の

皆様には当協会が用意したリボンを着用いた

だきました。 

 全選手・付添者を含む全来場者の体温を確

認しました。 

  

 

 

 

 

 

 開会式会場・学科競技会場・点検競技選手

控室の机・椅子を全て消毒しました。 

 

 

 開会式は、間隔を十分に取った座席を用意

し、選手・付添者の皆様に着席していただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 学科競技場も選手間の間隔を十分に取った

座席に着席いただきました 

 
 
 
 
 

 

 

 

 点検競技では、全選手に手袋を着用いただ

きました。 

  

大会開催前の取組 

受付での取組 

会場の消毒 

開会式・学科競技 

点検競技 



 

 

 選手が宿泊先へ向かうために乗車したバス

では、2列の座席に1名ずつ着席いただきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全選手が昼食を取った会場内の食堂では、

アクリル板を設置した机に座っていただきま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 運転競技では、全選手の競技開始前にフォークリフトの消毒を行いま

した。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 付添者等のための椅子席は密にならないように間隔を空けて用意しま

した。 

運転競技 

選手用バス 食堂 

 表彰式会場は間隔を十分に取って設置した椅子に選手、付添者が着席し

て参加いただきました。 

表彰式 



 

 

  
【全国フォークリフト運転競技大会】   

優勝者が厚生労働大臣を表敬訪問 
 令和3年11月9日、第36回全国フォークリフト運転競技大会の各部門優勝者が厚生労働大臣を

表敬訪問しました。優勝者による大臣への表敬訪問は今回が初めてです。 

 同大会一般の部優勝の今村英二選手、女性の部優勝の太治萌葉選手とともに大臣室を訪問した

渡邉健二会長は、後藤茂之厚生労働大臣へ大会の目的等の説明及び2選手の紹介を行い、2選手の

厚生労働大臣賞受賞を報告しました。 

 後藤厚生労働大臣は2選手へ「日頃から、フォークリフトの安全操作技術の向上・研鑚に努め

られ、今回、全国のフォークリフト運転者のトップになられました。素晴らしい成績の裏で、お

二人は、並々ならぬ努力をされてきたと思います。おめでとうございます。フォークリフトは我

が国の物流、生産現場を支える必要不可欠の産業機械ですが、全国的にフォークリフト起因の労

働災害が多発しています。是非、お二人が模範となり、労働災害防止の推進に貢献していただき

たい」とお祝いの言葉を述べられました。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

左から横尾専務理事、渡邉会長、太治選手、後藤厚生労働大臣、今村選手、武田安全衛生部長、安達安全課長 
  

 また、女性の部優勝の太治選手は11月24日、金刺義行京都労働局長を表敬訪問しました。 

 一般の部優勝者今村選手は12月17日、中田徹陸災防石川県支部長とともに 田研一石川労働局

長を表敬訪問しました。 

 

  

  

  

 

左から中田石川県支部長、今村選手、 田石川
労働局長 

左から太治選手、金刺京都労働局長 



 

 


